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B一二lGl 九:lRI拡散強調画像 (DWn に て 広 範 開

高信号域 を示す中大脳動脈閉塞症 に血栓

溶解療法施行 した 1例
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DWIにて広範囲高信号域が検出された症例について,

超急性期に血栓溶解療法施行した症例を経験 したので報

告する｡

(症例)中大脳動脈遠位部閉塞の73才,男性.覚症購

分後に右片麻棒,全失語にて搬入.DW王にて広範囲高

信号域を認めたが,直ちに血栓溶解療法施行.発症 3時

間後に再開通得られ直後より症状軽快ブDWIよりやや

縮小 した梗塞巣にとどまった.術後 SPECT にて

hyperpeTfusion を里し,厳塵な血圧管理を要したが,

合併症起こすことなく2ケ月後に独歩退院.

(考察)我々が経験した脳主幹動脈閉塞80症例の検討

では,DWIでの高信号域は SPECTでの血流量 と相

関があり,広範開高信号域を認めるものは著明な血流低

下を来していた.このような症例のうち,発症早期 (3

時間以内)に血流再開が期待できる場合の血行再建の適

応について検討する.

B一複7) 先天性 pTOteinS欠乏症 に起 因 し,治療

薬選択に苦慮した静脈洞血栓症の一例

･ .･∴ : ∴ ∴ .≡- )

【症例ト13歳,女性.【既往歴】 1991牛3上目二左 卜腫

静脈血栓症,同年8月に産後 DⅠCにて加療歴がある,

E現病歴ヨ1998年9月種田より軽度の感冒症状,9月

i4日より意識消失を伴う左片麻痔が出現.頭部画像診断

より静脈洞血栓症を疑われ,近医にてアルガトロパンを

中心とする治療を施行され一端は軽快.9月19削 ニアル

ガトロパンの投与中止とり-プアリン投与を開始したと

ころ,今度は右片麻輝が出現9月22日当科紹介入院とな

る,来院時,右上下肢に強い運動麻輝が認められ頭部

MRⅠでは T2Wまで左前頭葉の SSSへ濠流する架橋

静脈の港流域に-致して,リボン状の高信号域が認めら

れた.血液学的には APTTの軽度短縮と血小板凝集能

の軽度克進,更に pTOteinS抗原,活性の低下が認め

られ,先天性 proteinS欠乏症と診断された.ヘパリ

ンの持続投与を中心とした治療を施行し,患者は11月28

日に神経学的に無症状で退院した,ウーファリンはその

573

投与抑 裾二おき proteinC 活性の急速な低下が原因で,

-適性の過凝固状態となることがあり注意を要するもの

と考えられた.文献的考察を加え報告する.

B一種8) 急性期局所線溶療法施行直後 に神経症状

が著 しく改善 した 3例
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'銅年4月より'99年3月までに急性期局所線溶療法を

行った脳主幹動脈閉塞30例のうち閉塞血管の再開通直後

に神経症状が著しく改善した3例につき報告する.平均

年齢 55.8歳.全例が中大脳動販閉塞で,徒手筋力テス

ト1-2/5の片麻嫁を認めたが,意識障害は軽度であっ

た.ウuキナ-ゼ6万単位を静注した後マイクロカテ-

テルを閉塞部位を越えて挿入し鍋-70万単位のウロキナー

ゼを注入した.発症から線溶療法開始までは0.5-4.0

時間.3例とも閉塞血管の再開通直後に片麻輝が著 しく

改善し,失語を認めた2例でも同時に改善し,全例復職

した.2例で心房細動を合併,1例は脳動脈痛塞栓術後

であった.脳主幹動脈閉塞急性期に重度の神経症状を里

する症例のなかには局所線溶療法直後より著しく神経症

状の改善するものがある書その特徴は,若年,意識障害

が軽度,心房細動合併,中大脳動脈閉塞,閉塞部位-カ

テーテルが到達可能,側副血行等により虚血部位の血流

が保たれていることであると思われた.

B一舶 ) 脳主幹動脈閉塞 による広範囲脳梗塞例 に

対す る減圧術の成績
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脳主幹動脈閉塞による広範囲脳梗塞例で保存的治療に

抵抗 し脳ヘルニア徴候を認めた場合小股に減圧術が行わ

れている.当科では外減圧術 (以下 ED)に加え碕極的

に内減圧術を追加 く以下 EⅠD)し良好な成績を得てい

るので減圧術の効果とその機能予後について検討 した.

対象は保存的治療が著効せず減圧術を行った14例 (男性

11例,女性 3例)で,年齢は46-83歳 (平均 63.9歳)

であった.機能予後の評価は GOSを参考に SD を2

群に分けて行った (SDL 部分介助,SDⅡ.全介助).

非優位側 7例 (EDl例,EID6例),優位側7例 (ED

3例,EⅠD4例)であった.GOSは EDで SDIl例,

V2例,Dl例,EIDで SDI3例,SDH4例,Vl


